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　諸部族の割拠時代をへて1044年中央どルマにアノラーターによってはじめて，ビルマ族
の仏教王国パガン王朝が建設された。その後王朝の興亡をくり返すうち，貿易を名と：して
進出してくる西ヨーロッパの勢力を撃退できず，ついに三回の戦争ののち1856年ビルマ全
土が英領に編入され，インドの1州になった。しかしもともとビルマ人は，インド人とは
宗教・習慣・言語・社会制度が異なっていた。それにインド人資本家や地主に圧迫搾取さ
れていたので，第1次大戦後インドから分離を要求する声が急速に高まってきた。1937年
ビルマは，ビルマ統治法に基づいてインドから分離して統治されることになりイギリス総
督の支配下に，不完全ながら責任内閣制がみとめられた。37年の凶作で，農民が非常に窮
乏した。イギリスやインド人の資本家や地主に対する反感は，38年には反英独立運動にま
で発展し，タキン（主人の意）を合言葉にした民族団体まで生まれた。タキン・オンサン
以下のタキン党の援助を受けながら，42年1月，日本軍が侵入し，ビルマ全土を占領した。
43年日本軍はビルマに政治独立を与えた。44年8月にはビルマの抗日党派は反ファシスト
人民自由同盟を（A：FPF：L）を結成し，45年3月インドから進撃した英軍に呼応して，
オンサンやタキン・タントンの指導下に武装決起した。45年4月日本軍はバ・モウ政権と
ともに南ビルマのモールメンに都落ちし，5月英軍がAFP：FLを先導にラングーンに入
城した。46年にはイギリスの総督支配が戦前通りに復活したが，民族運動はますます活発
となり，政治ゼネストでイギリスに対し完全独立を要求してやまなかった。独立までの中
間の政府が46年9月でき，47年6月から制憲議会が開かれたが，7月にオンサンら7名が
右翼テロに例れた。47年12月ビルマ独立法が英議会を通過し，48年1月4日ビルマに英連
邦外の共和国として主権が譲渡された。
　イギリスから独立して英連邦のきずなを断ち，さらにイギリスービルマ防衛協定も廃棄
を通告したビルマは，外には中立の外交政策，内には産業国有化などの政策を進めている。
62年のクーデター壕独舞的実権をにぎ？言こ軍部の華命評謬余は乳　「祥傘主謙1へ（ρビ～レマ（身
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道」に文字通り全力を注いでいる。だが指導勢力問の派閥争いや少数民族の分離運動など
が跡を絶たず，国内の平和統一への道は遠い。また米を主産物とする植民地的経済構造か
らの脱却は容易ではない，といわれている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　民衆の状態はどうであろうか。1963年央の国連推計によると，人口2366万400人。その
うち約70％がビルマ族系のビルマ人で，平地に住んでいるが，山地にはタイ族系のシャン
人，カレン人その他の少数民族が住んでいる。イギリスの支配時代，ビノレマ軍の多くはカ
レン人から補充されていた関係もあって，カレン人，シャン人には分離運動が強い。60年
の1人当り国民所得は5Qドルで，アジアの中でもとくに低いが，食糧自給度が高く，イン
フレの脅威があまりない。しかし60年からは生活費がすこしずつあがるようになり，マン
ダレー，ラングーンの失業者数も，60年から61年までに倍加して，7200人に達した。スト
ライキ件数，参加人員も増加し，60年の59件1万6000人が，61年の99件2万9000人になっ
た。住民の85％が仏教徒。古くから仏教僧院の寺小屋教育が普及して，議字率は男子70％
でかなり高い。カレン人の文化程度もキリスト教会の活動で，ビルマ人に劣らず高い，と
されている。
　　　　　（2）
　ビルマの社会関係の変化については，伝統的なものと刷新的なものとが交錯しており，
法律的な諸関係についても固有法と近代法の並存という現象が見受けられる。たとえば家
族関係についても，社会関係が変化しているにかかわらず，一方では，そこに起る多くの
問題の解決のためには，伝統的な家族の共同体的結束が強められているし，他方において
は近代的な西欧型の憲法が制定され，裁判所も西欧的な契約法理に基づく法律を適用しつ
＼ある。憲法第2章は，基本的人権の保障として，人類普遍の原理にもとつく思想・表現
・信仰の自由や集会結社の自由，法の前の社会的。経済的・政治的平等をうたっている。
続いて憲法第3章では，以上の基本的人権が如何なる法的強制によっても奪われないこと
を明言している。社会にとっての理念として規定されたζれらの価値は，永久かつ普遍の
価値であるという点で目新らしいものではないが，これらの価値を実際に生かし，また発
展させるべき法律と，その法律が機能を果すべき機構とは，なお旧態依然たるものである
と言われる。
ニ　ビ　ル　マ　固有’法
　ヒンヅーの学問・文化がビルマに流れ込むとともに，あらゆる社会規範としての要素を
備えていたマヌ法が入って来た。このことをフアーニバルは次のように述べている。「ヨ
ーロッパ人がバイブルを至上最高の法典としてとらえたと同じように，千年以上も昔にイ
ンドで語り伝えられたものであるが，ヒンヅー教徒や仏教徒の生活の基本規則マヌ法典が
法律書として把握されて来た。マヌ法はあらゆう地域に影響を残して来た。ビルマのみで
なく，シャム，カンボジャ，ジヤバ，バリでもそうである，さらには極東の諸地域にも容
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れられたものである」と。
　　　　　　　　　　　（3）
　しかし，ビルマにあっては，ビルマ人の法的思考や法的処理に旧きぐ影響したのは，ヒ
ンヅーの法律学であるというよりは，むしろヒンヅーの学問であると思われるのである。
というのは，マヌ法典はその内容よりも形式の方が重んぜられたからである。すなわち，
マヌの名前は印象的で納得させるに役立った。たとえば法律問題の処理に当って，その後
に「マヌ法典ではそうなっている」と述べることで権威が与えられたものである。したが
ってビルマの法律書にマヌ法として述べられているのは，ヒンヅー法ではなくてビルマの
法と慣習であったのであり，マヌの名は便宜的に使われていたものと考えられる。ビルマ
の社会は村落共同体という形や小都市および小王国という形で秩序を得て来たものである
が，それはヒンヅーの影響によってそうなったわけではなく，そうなったように感ぜられ
るだけのことである。これらの小社会は独自の発展を文化の面でも法や政治の面でも遂げ
て来たし，外来の文化を吸収しながらも同化してしまったというのではなかった。
　ビルマにおいては仏教の普及もヒンヅーの影響を稀薄にした感がある。仏教は海路によ
って海岸地帯から入って来たが，やがてビルマ全域に浸透するようになった。仏教はビル
マのそれぞれの社会に強い影響力を持ち大いに栄えた。仏教は影響力が強く，仏教の道徳
は世界の他の偉大な宗教と同じく高遠なもので，ビルマ人がその生活を従来の固有の法の
内容にのみしたがって形成しなくなったことは明らかである。しかし，仏教の急速な拡ま
りにもかかわらず，仏教の力もビルマ人の生活様式や性格を変えてしまうことはできなか
った，という見方がある。
　　　　　　　　　（4）
　そこでビルマにおいての法律的取扱いはマヌ法，仏教徒法，固有法の三つの柱によって
構成されるこどになったわけである。すなわち固有法はマヌ法に支えられるし，また仏教
徒法にも支持されねばならない。その後，仏教の教義の確立と普遍化に伴い，法律的な取
扱いは，固有法そのものの法理によって実効性が与えられるのでなくて，国民の宗教的な
感情によって仏教教義そのものによって認められるかの如き様相を示すに至った。
　ローマ法が多大の影響を与えながらもイギリスでは忘れ去られたと同様に，ビルマにお
いてもヒンヅー法は影を失ってしまった。法適用の形式の名称のみがヒンヅー法の名残り
を留めたが，その実質は全くヒンヅー法とはかけ離れたものとなっていた。たとえばヒン
ヅーに有名な結合家族（Joint・：Family）もないし，家族の各自は各自の財産をその家族の
中で保有し得たのである。この重要な差異が生じたのは，婚姻における両性の平等という
仏教の観念によるものと考えられる。歴史家であるハーヴエイは，偉大な民族が女性の足
を縛り顔にヴェールをかぶせ，女性の精神をめ認なかった時代に，ビルマ人は女性を自由
であるとしこれを尊重したと言っている。両性の平等という考え方はビルマやシャムに限
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
らず，その他の地域にも存したが，ビルマとシャムでは殆んど完全にその平等性が実質的
に得られていたと言われる。すなわち，女性が家の中に惨めに拘束されることもなく，公
の場に出席する自由も認められていた。仏教の浸透していない地域に比較すれば女性の社
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会的地位は遙かに高いものであった。女性は男性の友人であって奴隷ではないといわれ，
女性自身も家族の維持に当っては積極的で，その分に応じた労働をなし勤勉である。した
がって東南アジアの仏教国では，家族の慣習法が広い範囲においてその地域の原則法，と
なっていた。
　人間や財産についての諸聞題を解決するものとして認められた慣習によって作られた規
範の集大成と目されるものはダーマターツ　（Dhammathats）であり，これがビルマの固
有法の主要な法源である。それは厳密な意味では法典ではないが，法規範として内容的に
も質的にも豊富な要素を持ったものである。それらの規範は今日のビルマ人の社会生活に
も影響を及ぼしており，立法，行政，司法の各作用の手引であり，国民の生活方針のより
どころともなっている。
　ダーマターツは当時の社会の鑑として有名であり，また有効に使われた。それは単なる
法律ではなく，人々の社会における活動の慣習や規準を反映したものであったし，その反
映が明確であったがために実効性を有するものとしてそれらの慣習や規則が受け容れられ
たのである。ダーマダーツはビルマの慣習法の単なる寄せ集めではなく，個々の事件から
抽象され，ビルマに普遍的な慣習を根拠とするものであった。慣習が不明確であるときや，
確かな証拠がないとき，また普遍性の有無が掴めないときは，それは生ける法と　（living
law）しては決して示されなかったし，裁判所もこれを採り上げなかった。
　様々の慣習をダーマダーツとして記録し編集することは，法の発見・創造・適用を仕事
とする裁判官に課された。裁判所は自由であるだけでは駄目なので，何が現在のビルマの
慣習法であるかを知りそれによって判断すべきである。古いダーマダーツの規範の中には
古くて役に立たない部分もあるから，そのままで現在の規範として適用させることはでき
ない。今日の社会情勢に合うように削除されたり修正さ’れねばならないのは勿論である。
したがって，固有法がビルマ人以外の者によって解釈されるとすれば，ビルマの法曹の助
けが必須である。そうしないと充分の納得が得られないし，ビルマ国民の理念や伝統に従
ったものとはならないからである。
　若い人々にはダーマダーツが18の項目に分れていることは，法典の分類としては古風に
見えるかも知れない。その18の項目というのは，金銭貸借，贈与，売買，奴隷，相続，
賭鳳殴打，窃盗，雇傭，姦通，土地分与，財産購入，告発，財産信託，担保，離婚，動
物，のそれぞれの取扱いについての規定である。しかし，これらの中の幾つかはもはや不
必要であるとも思われるし，ビルマ人の社会生活にとってそれ程重要ではないとされてい
るものもある。たとえば奴隷に関する規定などはそのひとつである。　もっとも，古い時代
には債務の弁済ができなかったために債奴にされた事例もあったが，王が国民の1グルー
フ。 �pゴダの建設や低い労働に使役した際に奴隷は決して制度としては認められていなか
ったのである。
　ダーマターツは社会の礼儀や倫理について極めて広汎に且つ自由に規定している，それ
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は純粋の法の領域に止まっていない。例えば，女性の40の媚び誘惑はすべての善良な男性
が知るべき，でありまた妻や女性を制禦せねばならないといっている。こまかな変化を持っ
た女性の誘惑は今でも一般に行なわれているが，それの取り扱いを40項に分けて規定して
いる。
　媚びの他にも女性がいましむべき事柄として，食事の取り方，起床の時刻，夫に対する
態度，着物の着方，妻や母としての義務，旅行の仕方，財産の処理の仕方，等々の日常生
活のいわば教訓めいたものも含まれているのである。しかもこれらの教訓の違反には罰が
課されることになっていたが，時代の移り変りにつれてこれらの教訓もまた罰も影を失う
ようになっていった。
　すたれた規則は記録として紙の上に残され，次第にダイジェストの形で印刷されるよう
になった。そしてこのダイジェストはビルマの社会の信仰や信念，また生活様式や倫理に
大きく影響して来たし，日々の生活の中に生成し裁判所の判決という形で法として認めら
れるに至ったのである。ビルマの固有法は民事法であって刑事法ではない。また現世的で
あって神聖視さるべき法ではなかった。第1次的にはビルマ人全体に適用さるべき数多く
のダーマターツと称される法律書がある。各民族の宗教が仏教である限りにおいて，ダー
マターツはビルマ仏教徒のものであったわけである。
　ダーマターツは時の流れとともに忘れかけられて来た。しかし，裁判所の判断の中には
多大の部分においてダーマターツの粋が吸収されており，裁判所に考慮されているものが
それであるからこそ，生きているのであり，法曹がそれを意識しているが故に生命を有し
ているといえるであろう。ダーマターツはこれらの慣習を充分に反映しており，時代の変
遷に応じて内容をやや変化させてはいるものの，一貫した流れ，同一性を保っているもの
と考えられる。
三英国法の継受
　英国のビルマ支配は三段階で行なわれた。すなわち1824年に南部の海岸地帯が占領され，
ついで1852年に所謂低部ビルマが英国領ビルマとなり，そして1885年に高部ビルマがそれ
に附着されるに及んでビルマ全域が英国領インドの1州として結合されるに至った。
　法律制度の面における変革は，実体面よりも手続面でまず行なわれたように思われる。
すなわち裁判所が整備されたわけである。それにつれて部落の首長や長老達のやるべき仕
事が減って来た。それまでは，部落の平和と調和を維持することは特別神聖なこととは考
えられていなかった。ただ部落の多くの者が認め合うことを考え出し，そうすることが紛
争の発生を最小限に止めて平和を保つ所以だとするに過ぎなかったのである。たとえば刑
罰を犯罪者に科すに当っても，できるだけ軽くしたのであるが，それはどっちにしても共
同に生活せねばならないのだし，調和を和つことが主たる目的であったからであるgその
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ために，部落の首長や長老達は，問題の処理にrついては，事実だけでなく，年令，性，階
層，所得その他諸々の要素を計算に入れていたのである。したがって彼等の判定は常に具
体的要当性を持っていたといえよう。
　しかし，部落や農地の制度の変革に従って首長の役割も変り，税の取立てと部落：法（the
Village　Act）の番人とならざるを得なくなった。部落法は首長自身にも部落民にもその
課せられた義務履行の違反があれば刑罰と罰金が科せられることになっていたからである。
，もしこの国を廉くかっ充分に治めようとするなら，また国民を犯罪から守ろうとするなら，
その限りで部落制度を残すべきであると言った者もあるが，それは部落の自治的機能のみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
を強調し，社会制度としての役割を無視した言い方だと考えられる。
　英国の統治によって確立され，そしてビルマが独立したときには無用のものとして斥け
られた“法の支配”　（rule　of　law）は，多くのことを意味するものと考えられる。本来の
法の支配は，法の前の平等やフェアプレイの原則，法の斉一性といった長所を意味するは
ずのものである。これらの長所はビルマの憲法や法律においても，今は高く評価され，生
かされているものである。しかし，法の支配はビルマにおいては他の意味も持たされて来
た。法の支配がある程度要求する独立と自尊は，場合によっては同情や心情を無視し易い
ものである。多くの英国為政者達は義務の履行の面では，自分達とビルマ人の間に非常な
差があることを意識しながら，独立と自尊を認める風を装おったともいわれる。そこでは
人間の精神的なつながりが無視され，英国の統治は精神を見失ったと批評される。
　英国の支配のやり方は，法制度の面では自分の制度をビルマに慎重に押レ及ぼすもので
あっ『た。まず現に存在する制度でやってみてうまくゆかなければ改革するといったもので
ある。古い方法に新らしくて権威のある法典を適用することもできるが，とにかくビルマ
国民の伝統や慣習によって行なわれて来た限り，主要な点についてこれを尊重する態度を
示した。しかし，それが無い場合には英国法や英国領に共通の法制度を実施しようとする
ものであった。
　ところで，ビルマの法制度ないし固有法が何であるかを見付け出すことは極めて困難で
あった。』それについての真摯な研究調査が行なわれたし，ビルマ人の長老や識者にも相談
がかけられ，ダーマターツも編集され謙訳された。すなわち1847年にリチャードソン（Dr．
Richardson）によって麟訳がなされ，1860年にはダーマターツや慣習法の中の現行の部分
が抽出され出版された。また1877年には主なダーマターツがビルマ語とパーリ語に謙訳さ
れたし，英国の行政官や裁判官によってもビルマの固有法の発見と保存のために努力が払
われた。さらに歴史や文献についても広く研究調査がなされ，ときには仏教哲理そのもの
への深い研究すら示されたのである。なお時としては調査が集団的に行なわれたこともあ
った。しかし，ダーマターツの規定にはしばしば矛盾するところもあり，時には一一部分廃
止されているものもあでた。したがってビルマの古来の慣習を探し出すことは極めて困難
であったといい得る。
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　もう一つの問題は，伝統と進歩の調和，慣習と変化の調整をどのよう’に取り扱うかとい
うことであった。ビルマの開発は急速であり，道路や鉄道の建設，英領ビルマとビルマ人
のビルマとの間の壁の撤去，その他の社会的配置の転換などによって人口の移動が見られ，
新しい町や市が建設され，多量の貿易が行なわれて変化も著しかった。スエズ運河の開通
によってビルマはヨーロッパに近くなり，ビルマの米と鉱物は世界市場に輸出されること
となった。これらのあらゆる情況の変化にはビルマの固有法はもはや直ちには応じきれな
いようになったのである。ビルマの法律は，とくに富裕な者もいないし，取引の範囲も狭
く，そのテンポものろい孤立した農業国民にとっては大変適応性があるが，英国の支配に
よって大きな変化がビルマに起ったのである。・外国貿易が盛んとなり，インドの高利貸は
ビルマに投資し，，原料を現金で買い上げて精製品を輸出した。交通は道路や鉄道の建設で
速められ，河には汽船も現われるようになった。しかし，ビルマ人はこれらの新らしい動
きに充分な反応を示し得なかった。すなわちこれらの動きに関しては，目まぐるしい変化
に対し℃の訓練や経験が無かったので単に英国の商業政策の手足としてのみ使われたに過
ぎない。そこには小規模ながら貿易を行なう機会も多くあったのであるが，ビルマの貿易
関係者は近代的取引を充分に遂行し得た大資本のほんの一部にしか属さなかった。ビルマ
の法には会社についての規定はどこにもなかったし，ただ契約だけが，法的な拘学力とい
うことではなく妥当であればということで効力を有していたにすぎない。英法にいうネグ
リジエンスとビルマの法制度には類似性があったし，本質的には同様の機能を果すべきで
あったにかかわらず，ビルマの契約法や売買法は19世紀の国際的な取引には適用されなか
ったのである。
　かくして，もともとインドにおいて使われるために英国のコモン・ローを見本として作
られた制定法が，やがてビルマにも適用されるに至った。すなわち契約法や信託法が，そ
れまでその法を適用するか否かは自由であったのに，19世紀に入ると正式に適用すべきも
のとされることとなった。不動産に関する財産譲渡法や動産に関する動産売買法が1924年
から1930年忌かけて効力を有するものとされた。1860年に成立発効した，インドの刑法，
1872年のインドの証拠法，また1882年と1898年の刑事手続法もインドから移入されたもの
である。司法制度がビルマで略完備された1920年頃になると，インドのために作られた英
国のコモン・ローに基づく各種の法典が殆んど完全な形でビルマの全域に適用されるに至
ったものである。そして裁判所自体の組織も漸時ビルマの制度がひっこめられて，英領イ
，ンドのそれが置かれるようになった。
　その殆んどがインドからビルマに移入された法典は，最初は非公式に採り入れられたが
後には正式に広く適用されたのであるが，それは全く英国のコモン・ローの原理に基づく
ものであった。しかし法の門下については裁判所が英国のコモン・ローの原理に基づいた
法の創造を行ったし，また法の矛盾の点についても同様になされた。ビルマにはインドか
ら法典と法の解釈が持ち込まれ，かくして英国のコモン・ローは或る程度二次的な規範と
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して受け取られる面が存在した。ビルマに対する立法は幾つかの段階でインドにおいて行
なわれたし，インドからの法典と法原理の移入が完成した後には立法権がビルマの執政者
に与えられるようになった。その結果上級裁判所にはピ1ルマにおいて移入された法とビル
　　　　　　　　　　　（7）
マ固有の法と慣習とを調和することのできる余地が残されたわけである。しかし，いずれ
にしても司法制度が大幅に植民地化されたことはいうまでもない。大部分の裁判所ではビ
ルマ人の裁判官が法の執行を行ったが，その私生活とは全くかけ離れた生活が法廷では送
られたのである。そのことは裁判官が法を適用できないというのではなく，自己の住むビ
ルマ社会に根を下していないものをただ法であるが故に文字通り機械的に選用したことを
意味するのである。英国人の法曹もまたビルマの国民性を知ることなしに，法を機械的に
適用していたのである。裁判は形式的な法と実質的な法とが一致するのが理想なのであり，
その実質はそれぞれの国民によって何がより妥当であるかを異にするものと考えられる。
そこでビルマにあっても，やがて法と国民の生活との間に間隙が生ずるようになった。し
かしながら，その法の形式は削除され二夫さるべきであるとしても，実質的に有用な作用
をしたような常識や衡平の原理といったものは，英国法の実質面の良さとして受け継がれ
ねばならないし，またビルマ人の正義観にも妥当するものといわれよう。
四　む　　す　　．び
　固有法は主として家族に関する問題について次第に形成されて来たものであった。所謂
仏教徒法は仏教徒たるビルマ人の問に認められ行なわれていたのである。英国の支配が始
まったときには固有法の適用される分野が広かったが，インドからの法典の移入によって
制約されるよう．になった。すなわち，婚姻や相続に関する問題についても，必らずしも固
有法に依る必要がなく，場合によっては固有法を改正したり廃止したりすることもできる
ようにされたのである。
　ところで，広い意味でのビルマ人にはビルマ民族のほか，シャン族，カチン族，カヤ族，
カレン族，チン族，アラカン族その他の少数民族を含められるが，狭義においてはビルマ
民族に限って用いられる。当初，仏教徒法は広い意味でのビルマ人に適用されていたが，
後に少数民族は司法的にも行政的にも英国法の下におかれるようになり，その地方に広く
行なわれて来た慣習なども漸時認められないこととなった。たとえばシャン地方において
は，その慣習は法の精神に合致し英領インドの法のない場合にのみ認められるというよう
な制約を受けたのである。かかる取り扱いがビルマ全域にやがて行なわれるようになり，
英国法が全面的に適用されることとなった。
　なお，英国の支配の初期の段階では，為政者は司法作用の遂行に当って如何なる法を選ぶ
かは自由であると思っていたようであり，個々の具体的事件の解決に役立っビルマの固有
法は何であるかを発見しょうと努めた。たとえば親権に服する子は女子の場合16才未満の
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子であるか否かを決定するに当って，固有法を調査し，固有法では16才以上の女子の婚姻
について親権者の同意を要しないことになっているのを参照にした如き事例が見られた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
また，刑事事件にあってもインドから持ち込まれた法典があったにもかかわらず，必らず
しもその通りにはなされなかった例もあるし，動産の売買や夫婦の財産関係についても，
かなりの程度に固有法が認められていた事実もある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
　しかしながら，裁判が英国式に行なわれ，かつ整備されるにつれてビルマの固有法は漸
時かえりみられなくなり，法のとらえ方が形式的となり，狭い見方になってしまったこと
は否めない。そして上級裁判所も，仏教徒法は例外的に相続・婚姻や宗教的慣習のみに限
って考慮される旨を判示するに至った。
　要するに，仏教徒回すなわちビルマ仏教徒法，より正確にはビルマ固有法は，ビルマ民
族の仏教徒に限って，しかも限定された事項についてのみ適用されることとなった。しか
しながら，現在においても，古くから一般に効力が認められて来た規範としての固有法が
何であるかを探究することは勿論有用なことだといい得る。
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